
廉塾バラは庚申バラ  

   ～ 神辺宿民が楽しんだバラ ～   

         神辺宿文化研究会 菅波哲郎    

 廉塾の見学者への説明ボランティアをして十数年になる。その間、

中門左側に美しい花を咲かせるバラは、時に「何故、西洋バラが廉

塾なのか」と違和感を持っていた。  

二年前の春、ボランティアガイドをしていた時福山市バラ課職員が「このバラは古い。もし

かしたら江戸時代から繁茂していたのでは」との一言があった。早速、古木のバラを扱ってい

る専門業者 に、花、葉っぱ、実、棘、そして枝ぶりの写真をメールで送った。返事は「庚申

バラです」との回答。  

 原産は中国で古来から日本に伝来し、四季を通して花を咲かせる四季咲きとの説明であっ

た。早速、菅茶山の資料に「薔薇」の二文字が記されているのか否か。詩集『黄葉夕陽村舎 

遺稿巻之一』文政四年（一八二一）作「片岡珉夫に訪われ、韻に次す」にあった。   

     

次片岡珉夫見訪韻  片岡珉夫(かたおかたみお)に訪(と)われ 韻(いん)に次す  

対酌閑看晩雨飛    対酌(たいしゃく) 閑(しず)かに看(み)る 晩雨(ばんう)の飛

(ひ)   

尊前香霧爛薔薇    尊前(そんぜん)の香霧(こうむ) 薔薇(ばら)を爛(ただ)れさす   

即逢鶯語能呼友   即(ただち)に鶯語(おうご)の能(よ)く友を呼ぶに逢(あ)うも  

無奈鵑聲苦勧歸   奈(いか)んともするなし 鵑声(けんせい)の苦(ねんごろ)に 帰を

勧むを   

〔対酌〕二人向かい合って酒を飲むこと。〔晩雨〕夕方の雨。〔尊前〕酒樽の前。〔鶯語〕鶯

のなき声。〔鵑声〕ほととぎすの鳴き声。鵑はほととぎす。田植え頃に日本にやってくる渡り

鳥。杜鵑・時鳥・子規・蜀魂等の沢山の異名を持つ。「催帰」の 異名もある。   

【大意】片岡珉夫の来訪を受け、ふたりで酒を酌み交わしながら、飛び散るほどに激しい晩

雨を静かに眺めている。  

残念なことに、酒樽を前にして香ばしい霧が立ち込め、薔薇の花を爛れさせた。折しも鶯

の友を呼ぶ声が聞えたのに、ほととぎすの鳴き声を聞くと、ねんごろに帰ることを勧めてい

るようだ。   

      ※片岡珉夫 元塾生。象頭山多門院主   

  

この詩で、廉塾には歴史事実として「庚申薔薇」が美しい赤色の花を咲かせていたことを確

認できた。 さらに、茶山詩に「薔薇」の二文字を探していくと、詩集の『前編 巻之二』 天

明四年（一七八四）の詩の中に次の詩を見ることができる。   

  

   

夏日田家同士信子発子晦賦  

夏日 田家に子信(ししん)子発(しはつ)子晦(しかい)と同(とも)に賦(ふ)す   



十里晴輝落碧渓  十里 晴れ輝き 碧渓に落つ   

家家曜麦圯橋西  家家は麦を嚶(さら)す圯橋(いきょう)の西  

桑陰半転薔薇径  桑陰 半転すれば 薔薇の径(みち)     

穉子朱朱喚母鶏   穉子(おさなご) 朱朱(しゅしゅ)として母鶏を喚ぶ  

  

〔田家〕田舎家、農家。〔十里〕十の里、ここでは村里という村里すべての意 。〔圯橋〕土

でできた橋。〔桑陰〕桑の木陰。〔半転〕反転と同じか。反対の方向。〔薔薇〕しょう

び ・バラ。〔穉子〕 幼い子ども。〔朱朱〕鶏を呼ぶ声。〔喚〕鳴きたてる。   

※士信 姓は藤井氏、暮庵の義父。子發 中条の人。子晦 藤井暮庵のことで、廉塾の

都講を務める。  

【大意】村里中、見渡す限り晴れ渡って 日の光をあびて碧い渓水がきらきら輝いている。

土橋の西側の家々では麦の晒し干し。桑の木陰の反対には、薔薇の咲く道が続いている。幼

い子供は鶏を追いかけて母鶏を呼び続けている。のどかな農村の夏日であることよ。   

  

この詩は、「片岡珉夫」の詩よりも三七年早く詠じられている。また、茶山の文政二年一

〇月一三日の日記中に「福山藩士に薔薇の数枝を届ける」という記事があることから、神辺

宿や近村の各地に繁茂していたことを連想させる。  

ところで、昨年（令和四年）、神辺学区まちづくり推進委員会は三〇〇本の廉塾バラの挿木

苗を育成講習会で参加者に苗を配布した。これから、「神辺 宿の廉塾バラ」は四季を通し

て、学区地域のみならず各地で美しい花を咲かせ、多くの人々に親しまれるであろう。  


